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杉並区立西田小学校 令和 3 年度第 8 回 学校運営協議会記録 

 

・日時 令和 4 年 2 月 28 日（月） 午後 4 時から午後 5 時 30 分 

・場所 図書室 

・出席者 諏訪会長、棚橋職務代行（司会） 

【委員】鈴木校長、恵羅、渡邊、山内、中澤、半澤、目黒、望月、檜枝（記録） 

【事務局】神近、佐々木 

・資料 資料 1 令和 3 年度第 8 回学校運営協議会次第 

資料 2 子供の特性を重視した学びの「時間」と「空間」の多様化 

資料 3 令和 4 年度年間行事予定表 

資料 4 令和 4 年度教育課程について（届） 

資料 5 R3 未来の学校 計画 

資料 6 西田の丘 2 月 28 日号（No. 685） 

資料 7 西田小学校同窓会会報 Vol.25 

 

 

1 会長挨拶 

・教育行政が急速に変わりつつあることについてお話しする。この 1 年間で、教育行政が文科省か

ら内閣府に移りつつあることがはっきりした。内閣府の総合科学技術・イノベーション会議の教

育・人材育成ワーキンググループのキックオフミーティングが昨年 8 月に開催され、9 月からほ

ぼ毎月開催され、12 月の第 5 回では「中間まとめ（案）」とロードマップの要素（イメージ）

が提示された。 

委員は、内閣府の総合科学技術・イノベーション会議から 8 人、文科省の中央教育審議会委員

と経産省の産業構造審議会委員から 9 人で構成され、後者のうち 5 人は 45 歳未満の若手で、

これまでのしがらみにとらわれない大胆な提言が出された。 

ICT と子どもの多様化に対応。STEAM（Science、Technology、Engineering、Art、

Mathematics）教育を推進（資料 2）。 

・本の紹介。「専門職としての教師の資本:：21 世紀を革新する教師・学校・教育政策のグランド

デザイン」ハーグリーブス＆フラン著、金子書房。 

・私の考えを HP（https://yatsusdgs.com/writer/suwa/）に掲載したのでご覧いただきたい。 

 

2 校長挨拶 

・本日 3 時から 80 周年記念行事実行委員会が開催され、出席した。 

・本日 2 クラス閉鎖となった。 

・本日一般教員の異動の内示があった。 

https://yatsusdgs.com/writer/suwa/
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・令和 4 年度年間行事予定表（資料 3）について説明。 

 

3 教育課程について 

・校長から資料 4 について説明があった。新たに制定された杉並区教育ビジョン 2022 について

言及した。これまで取り組んできた教育はほぼビジョン 2022 に合っているので、内容はあま

り変えていない。 

来年度は展覧会を予定しているが、児童数が約 720 名となるので、全児童の作品を良好な環

境で展示できる場所がないので、2 回に分けて実施する予定。 

・委員から以下の質問等があった。 

* 夏休みのパワーアップ教室はどうなったのか。回答：水曜日に実施する。 

* 「目指す生徒像」（2（2）カ 小中一貫教育）という言葉があるが、教員が思い描く姿を意

味しているのか。教育ビジョン 2022 でも目指すべき人物像は大人が策定できない時代とな

ったという認識なので、避けたほうが良い言葉になったのではないか。 

* 小中一貫教育で具体的になにをしようとしているのかが不明。 

* 国語の授業時数配当が 5・6 年で 175 時間と減っているが国語力は大丈夫か心配。大学生で

も論理的な日本語の文章が書けない学生が多い。国語で論理的な思考能力を養ってほしい。日

本語ができなければ英語もできない。 

* 教科間で、また同一科目の領域間で授業時間の取り合いがある。西田小で重視する領域に時間

を重点的に配分する合意があればその方向で努力する。 

* 山梨県の例だが、児童一人が平均で年間 250 冊の図書を借りる小学校がある。立派な図書室

前を通て登下校するようになっている。インフラの整備も必要。 

* コミュニケーション力の向上に努力する。 

・以上の検討の結果、資料 4 は諒解された。 

 

4 未来の学校について 

・校長から以下の説明があった。3 月 12 日（土）に学校公開ができる場合、4 時限目の開催を予

定。8 名の 6 年生が昼休み 30 分間を利用して検討を進めている。児童は、発表が一方的になっ

ているので、保護者・地域住民と双方向性の関係を作りたい、年 3 回ぐらいの頻度で行いたいと

希望している。 

・佐々木先生から資料 5 の説明があった。また、児童は学年進行に伴って変わってしまうので、継

続性を担保するために保護者・地域人材をプールする仕組みを作りたいとの希望が述べられた。 

・実施形態は、12 日までに「まん延防止等重点措置」が解除されればリアル、解除されなければ

オンラインを予定。オンラインの場合は URL 等の情報を CS 委員に知らせて、可能な委員は参

加する。 
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5 その他 

・西田の丘 2 月 28 日号配布（資料 6） 

・西田小学校同窓会会報 Vol.25 配布（資料 7） 

 

6 事務連絡 

・次回（第 9 回）学校運営協議会開催予定 

  2022 年 3 月 14 日（月）午後 4 時 00 分～午後 5 時 30 分 

  なお、同日 2 時 30 分より第 8 回 80 周年記念行事実行委員会（地域・保護者の部）開催 

以上 


